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印刷業者 78 千円
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0 ％（Ｂ／Ａ）８．再委託の割合

平成１６年度ＩＰＣＣ第４次評価報告書作成支援調査

２．事業の目的及び内容

１）ＩＰＣＣ関連会議への専門家の派遣等
　　・UNFCCC第２条と危険な脆弱性に関する科学的知見に関する専門家会合
　　　（５月、１名、ブエノスアイレス、３日間）
　　・ＡＲ４統合報告書 スコーピング会合（７月、１名、ジュネーブ、３日間）
　　・ＡＲ４第２作業部会 第１回執筆者会合（９月、５名、ウィーン、４日間）
　　・ＡＲ４第１作業部会 第１回執筆者会合（９月、１名、トリエステ、４日間）
　　・ＡＲ４第３作業部会 第１回執筆者会合（１０月、２名、ブレーナ、３日間）
　　・ＩＰＣＣ総会（１１月、１名、デリー、３日間）
　　・排出シナリオ専門家会合（１月、１名、ワシントンD.C.、３日間）
　　・ＡＲ４第２作業部会 第２回執筆者会合（３月、３名、ケアンズ、４日間）
                                                     　  （同上、２名、同　　上 、５日間）
２）ＩＰＣＣ国内連絡会の開催等
　ＩＰＣＣＡＲ４作成に際して、国内の執筆者及び査読者を中心とするメンバーにより構成さ
れるＩＰＣＣ国内連絡会を開催し、ＩＰＣＣ全体の進捗状況を把握するとともに、執筆に際して
の情報の共有化及び相互意見交換を図った。
３）研究・調査活動についての情報収集及び動向把握
  1)に関連して地球温暖化に関する研究・調査活動について国内外の活動について情報
収集し、動向把握を行った。また、それら情報の普及に役立てるべく、ＩＰＣＣ（特にＡＲ４）関
連のホームページコンテンツを作成した。

財団法人　地球・人間環境フォーラム

ＩＰＣＣでは2007年までに第４次評価報告書（ＡＲ４）作成を行うこととしており、我が国として
も今後の動向を把握及び活動の支援を行う必要がある。
我が国としては、地球温暖化問題に関する国際貢献の一つとして我が国の高い科学的・技
術的知見をＩＰＣＣに提供するとともに、我が国の温暖化対策の策定に資する資料を得るた
めにＩＰＣＣの下で行われる地球温暖化に関する活動に参画する必要があり、このことを目
的に本調査を実施した。
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